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緑の環境と共生する色素太陽電池





植物は、葉緑素が太陽の光から吸収するエネルギーで育ちます。この葉緑素はクロロフィルという色素からできていて、クロロフィルは太陽の光を電気のエネルギーに換えることで炭酸ガスを吸収して固定する力を発揮します（これは光合成と呼ばれます）。


この光合成のはたらきをまねて色素に太陽光を吸収させて電気に換えるのが色素太陽電池（色素増感太陽電池）です。ここでは太陽光を良く吸う赤色の色素を使って発電を行い、この電力を使って、モリゾーとキッコロのLEDイルミネーションを照らしています。


太陽光を吸収した色素から電子を受け取る役目をする材料には、酸化チタンとよばれる粉末が使われます。この粉末は、ナノテクノロジーを使って作られ、光を通す性質があります。


このように色素太陽電池は光が透けるシースルー型になり、透けた光は植物の生育に利用できるのです。つまり、発電と栽培を同時にできて、太陽光の利用が広がるというわけです。
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